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岡山醫科大學津田外科教 室(主 任津田教授)

遠 藤 正 人

川 崎祐 宣

[昭 和8年11月18日 受 稿]

Aus der chrurgischen Abteilung der Okayama Med. Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. Sciji Tsuda).

Uber die Einflusse der neueu und alten Bo ?? illonkultnrfiltraten

    auf die Bewegung der Darmrohre und die hemmende

        Wirkung auf das Wachstum von Bakterien.

Von

Dr. Masato Endo und Sukenobu Kawasaki.

Eingegangen am 18. November 1933.

Dass die Wirkung des Antivirus mit, dem von den Bakterien gespalteten Bouillon-

eiweiss in innigem Zusammenhang steht, ist schon durch die Studien der Kollegen

unserer Klinik uber Antivirus und durch das letzte Experiment. des Endo, eines unserer 

Kollegen mitgeteilt.

Wenn die wirksame Substanz des Antivirus wirklich ein solches Stoffwechsel-

produkt ist, so ist es ganz naturlich, dass die Wirkung des Antivirus auch verschieden 
sein muss, da die Filtratbestandteile je nach dem verflossenen Tage nach der Zuchtung 

der Bakterieu auf dem Nahrboden verschieden sein soil. 

Unter diesem Gesichtspunkt haben wir beobachtet, wie Antivirus entsteht, und 

welche Periode des Bonillonkulturfiltrates therapeutisch am wirksamsten ist. Ferner 

haben wir die Bewegung der Darmrohre, die hemmende Wirkung auf das Wachstum 

der Bakterien, die Vergleichung der Giftwirkung, die Veranderung von PH etc. unter-

sucht, indem wir Staphylococcus flavus ale die betreffeuden Bakterien gebraucht haben. 
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Die Resultate sind ungefahr folgende; 

1) Die wirksamen Bestandteile, welche in das Filtrat ubergehen, konnen von den 

Bakterien gespaltetes Bouilloneiweiss und autolytische Substanz der Bakterien sein. 

2) Das etw. 8 Tage nach der Zuchtung entnommene Kulturfiltrat ist thera-

peutisch aufs wirksamste. 
 3) Die Veranderung von PH geht mit der Wirkung des Filtrates beinahe parallel, 

aber steht nicht in ganz derselben Beziehung. 

4) Die hemmeude wirkung des nur einmal gezuchteten Antivirus auf das Wach-

stum der Bakterien ist nicht so auffallend wie die Wirkung auf die Bewegung der Darm-

rohre. Infolge dessen muss die Zuchtung wiederholt gemacht werden um jene 

hommende Wirkung verstarken zu konnen. (Autoreferat.)
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第1章 緒 言

BesredkaノAntivirusトハ 一 定細 菌 ノ肉

汁培 養 基 ノ濾 液 ナ リ,而 シテBesredkaノ 假

定 セルAntivirueノ 有効 要 素 ハ細菌 體 内 ヨ リ

抽 出 サ ルル可 溶性 物質 ニ シテ,此 物 ハ該 當菌

ニ對 シテ動 物 體 内 ニ於 テモ亦試 驗 管内 ニ於 テ

モ同樣 ニ發 育 抑 制作 用 ヲ有 シ,且 温熱 ニ對 ス

ル抵 抗 力ト 特 異性 トヲ具 有 スル モ ノナ リ ト.

最近 吾教 室 ニ於 ケル西 山,清 水兩 氏 ノ業績

ヲ見 ル ニAutivirusハ,啻 ニ細 菌發 育阻 止作

用 ヲ有 スル ノミ ナ ラズ,切 除腸 管運 動 ニ對 シ

テ常 ニ促進 的 作 用 ヲ有 スル モ ノナル事 明 カ ト

ナ レリ.尚 西 山氏 ノ研 究竝 ニ余 等 ノ1人 遠藤

ノ 「大腸 菌 分離 物質 ノ研 究 」ニ於 テAntivirus

ノ 有効 成 分 ハ細 菌 ニ依 リテ 分 解 セ ラ レタ ル

「ブイ ヨ ン」蛋 白,換 言 セバ「ブ イ ヨ ン」蛋 白 ノ

細 菌 ニ依 ル新陳 代 謝産 物 ナ ラン ト想像 セ リ.

Antivirusガ 果 シテ斯 ノ如 キ新 陳代 謝物 質

ナ リ トセバ,培 養 基 ニ細菌ヲ 培 養 セル後 ノ經

過 日數,換 言 セバ斯 ル濾過 液 ノ被 濾過 時 ノ時

日的 關係 ニ依 リテ濾液 成分 ノ組 成 ニ差 異 アル

ベ キハ當然 容易 ニ思考 セ ラル ル所 ナ リ.逆 ニ

此 經 過 ヲ詳 細 ニ觀 察 スル事 ニ依 リAutivirus

ノ成 因 ニ關 スル考 察 ヲモ爲 シ得 ベ シ.

Besredkaハ 葡 萄状 球菌Antivirusヲ 製 出

スルニ8乃 至10日 間培 養 ノモ ノヲ以 テ適 當

トセ リ.最 近 北浦 ハAntivirue腹 腔 内應 用 ニ

關 スル實驗 的研 究 ニ於 テ喰 菌現 象 ヲ指 標 トシ

テ7乃 至10日 間 ノ培 養 ヲ經 タル葡 萄状 球菌

Antivirusハ 毒性 少 ク且最 モ効果 的 ナ ル ヲ報

告 セ リ,
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余等ハ剔出腸 管ニ及ボス作用竝ニ細菌發育

阻止作用及 ビ毒力試驗等ヲ指標 トシテ,同 一

葡萄状球菌培養「ブイヨン」濾液ヲ種々ナル日

數 ニ於 テ採 取 シ,其 ノ變 化 ヲ檢 討 ジ大 體次 ノ

如キ 成績 ニ到達 セ リ.

第2章 實驗方法及ビ實驗材料

A. 所 要濾 液. 黄 色葡 萄状 球 菌 ヲ以 テ製 出セ

リ.即 チPH=7.0ナ ル 「ブ イ ヨ ン」培 養基 中ニ 該

菌 ヲ培 養 シ,其 ノ 「コルベ ン」中 ヨ リ,1, 3, 5, 8,

12, 15, 20, 30日 ヲ經 タル モ ノヲ夫々 一定 量取 出

シ,實 驗 ノ用 ニ供 セ リ.尚 ホ之等 濾液 作用 ノ耐熱

性 竝ニ 加 熱 ノ及 ボス影 響 ヲ檢 ス ル爲 メ濾過 其 ノ儘

ノモ ノ即 チ生 濾 液 ト,濾 液 ヲ100℃1時 間煮 沸 セ

ル煮 沸濾 液 トニ就 キ總 ベ テ ノ實驗 ヲ同 樣ニ 執 行 セ

リ.

B. 剔 出 家兎 腸 管運 動. 撲 殺家 兎 ヨ リ小 腸 ノ一

部 ヲ切除 シ約3cmノ 長 サニ 切 リ,38℃ ノRinger

氏 液 ニテ充分 其 ノ内腔 ヲ洗滌 セ ル後,重 湯 煎 上 ノ

100cc入 硝 子器 中 ニRinner氏 液 ヲ充 タシ,之 ヲ

38℃ ニ保 温 シ同 時ニ 充分 ナル空 氣 ノ供 給 ヲナ シ得

ル樣 ニ装 置 シ,其 ノ内 ニテ腸管 ヲ郷 原 氏 「ヘー ベ

ル」ニ接續 ス.此郷 原 氏「ヘ ーベル 」ヲ經 テ「キモ グ

ラ フイ オ ン」 ノ煤紙 上 ニ其 ノ腸 管運 動 ヲ描 記 セ シ

ム.斯 ノ如 クニ シテ其 ノ腸 管運 動 整調 ナ ル ニ及 ン

デ 上記 濾 液 ヲ各5cc注 加 シ腸管 運動ニ 及 ボ ス影響

ヲ觀察セ リ.

C. 細菌發育阻止作用(試驗 管内實驗). 先ヅ濾

液 ヲ7cc宛2管ニ 取リ第2管 以下ヲ生理的食鹽水

ヲ以テ遞 次倍數法 ニヨリ32倍 迄 稀釋 シ,各管ニ葡

萄状 球菌浮 游液(葡 萄状球菌體1白 金耳 ニ對 シ生

理的食鹽水10cc宛 ノ割合ニ加ヘ ヨク混和セルモ

ノ)ヲ 正確 ナル「ツベルクリン」注射器ニ取 リ正確

ニ0.05cc宛 ヲ滴下 シ混 和 シ タル後37℃24時 間 放

置 後,各 管 ヲ良 ク振盪 セル上 其 ノ1白 金耳 ヲ中性

平 板寒 天ニ 接種 シ,更ニ37℃24時 間放 置 後其 ノ

聚 落數 ヲ計 算 セ リ.

D. 毒 力試 驗. 實驗 動 物 トシテハ10乃 至14g

ノ二 十 日 鼠 ヲ用 ヒ,體 重 「ブロキ ロ」40ccノ

Antivirus(即 チ10gニ 對 シ,0.4cc)ヲ1單 位 ト

シ,1單 位,2單 位,3單 位 ヲ腹 腔 内ニ 注射 シ以

テ其 ノ毒性 ノ強弱 ヲ觀 察 セ リ.觀 察 時間3日 間 ト

ス.

E.PH測 定. 「ミハ エル」氏比 色 計ニ 依 リテ之

ヲ測定 セ リ.

第3章 實 驗 成 績

第1節 剔 出 家 兎腸 管ニ 及 ボ ス影 響

黄色葡 萄状 球菌 「ブイ ヨン」培 養 濾液 ノ1,

3, 5, 8, 12, 15, 20, 30日 目 ヲ各5cc注 加

セル ニ第1圖 ニ示 ス如 ク,1日 培 養 濾液ニ テ

ハ何 等腸 管運 動 ヲ緊張亢 進 セ シ メズ,却 ツテ

下 降 ヲ來 ス傾 向サヘ 認 ム.然 レ ドモ3日 目 ニ

至 レバ微 カ ニ腸 管運 動 ヲ亢 進 セ シメ緊 張稍々

上昇 シ來 ル.5日ニ 至 レバ明瞭 ニ緊 張 ノ高 マ

ル ヲ見.8日 ニ及 ベバ著 明 ノ緊 張上 昇 ヲ來 シ,

其 ノ作 用 ハ大體 ニ於 テ完成 セ ラ レ,20日 頃 マ

デ大差 ナ ク,30日ニ 室 レバ稍 々其 ノ効力 ヲ減

弱 スル モ ノノ如 シ.
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第1圖 新舊 黄色葡萄状球菌培養「ブイヨン」濾液ノ

家兎切除腸管ニ及ボス影響

第2圖 煮 沸新舊黄色葡萄状球菌培養「ブイヨン」濾液 ノ

家兎切除腸管ニ及ボス影響
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第2節 菌發育阻止作用及ビ濾液PH

ノ變化ニ就テ

菌發育阻止作用ハ次表ニ示ス如ク明瞭ナル

影響 ヲ認 メズ.8日 目煮 沸 濾液 ニ於 テ稍 々阻

止作 用 ヲ認 メタ ルモ全體 トシテ 大 ナ ル阻 止 作

用 ヲ呈 セズ.

第1表 新舊「ブイヨン」培養濾液ノ菌發育ニ及ボス影響(黄 色葡萄状球菌)
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次 ニ 各 濾液 ノPHノ變 化 ヲ測定 セル ニ 全 ク

經 過 日數ト 比例 シテPHハ 上 昇 ヲ來 ス.而 シ

テ煮 沸 セル モ ノハ生濾 液 ニ比 シ 常 ニ01乃 至

02ダ ケ高 シ.

第2表 新 舊「ブ イ ヨン」培 養濾 液 ノPHノ 變 化

(培養基 「ブイヨン」PH=7.0)

第3節 毒 力試驗

各生 及 ビ煮 沸濾 液 ヲ1單 位「ブロキ ロ」40cc

トシテ二 十 日鼠 ノ腹腔 内 ニ注射 セ ルニ,第3

表ニ 示 ス如 ク,第1日 目濾液 ニ於 テハ生 濾液

3單 位 注射 セル モ ノ4匹 ノ内1匹 翌朝 死 亡 セ

ル ノミ,他 ハ總 ベテ生存 セ リ.3日 目ハ死 亡

ナ ク,5日 目ニ煮 沸濾 液3單 位,1匹 死 亡,

8日 目死 亡皆 無,12日 目ニ於 テハ煮 沸 濾液3

單位1例
,注 射 直後 及 ビ2單 位1例 注射 翌 日

死亡 セ リ.15日 目ニ於 テハ煮 沸 濾液2單 位

1例 注射 直後 死 亡,20日 目 ニ於 テハ煮 沸 濾 液

2, 3單 位 注射 各1匹 ヅ ツ翌朝 死 亡 セ リ.一 般

ニ死 亡 セザル モ ノニ テモ注射 量 ニ比例 シテ衰

弱,立 毛著 シ.翌 朝 以後 ニ於 テハ死 亡セザ ル

ヲ見 ル.

第3表 新舊 「ブイ ヨン」培 養 濾液 ノ毒 力試驗
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第4章 考 案

先 ヅ新 舊「ブイ ヨ ン」濾 液 ノ剔 出家 兎腸 管運

動 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 テ觀 察 ス ルニ,初 メハ全

ク變 化 ヲ及 ボサ ザ ル濾液 ガ培 養 日數 ヲ經 ルニ

從 ヒテ腸 管運 動 ノ亢 進,緊 張 ヲ來 シ,8日 前

後 ニ於 テ其 ノ作 用略ボ一 定 シ來 ル,此 事實 ハ

經 過 日數 ト共 ニ新陳 代 産物 質 ガ蓄積 シ來 リ多

量 トナル モ ノナ ラ ン トノ想像 ヲ シテ益 々強固

ナ ラ シム.然 レ ドモ亦一 面菌 破壊 物質 ノ蓄 積

ナ ラズ ヤ トノ疑 念 無 キ ニ非 ズ.嚮 ニ發 表 セル

遠藤 ノ實 驗 ニ依 レバ物 理 的菌 破壊 ニ依 リテ得

タ ル菌 成分 中 ニ ハ腸 管運動 ノ亢進 ヲ來 ス物質

ヲ證 明 シ得 ザ リキ.尚 ホRettger等 ノ細菌 ノ

化學 的檢 索 ヲ見 ル ニ,細 菌 ノAutolyseハ2-

10日 間 ニ實現 シ,細 菌 ハ 自己 ノ有 スル蛋 白消

化 酵素 ニ ヨリ細胞 質 ヲ消 化分 解 シテ主 トシテ

Leuciu, Tyrosin, Pepton, Proteore, Banse

等 ノ自家融 解 産物 ヲ作 ル ト云 ヒ,亦 培養 細菌

ハ 自家 酵 素 ニ ヨ リテ モ分 解 セ ラル ル ト云 フ.

而 モ其 ノ毒 力試 驗 ニ於 テ毒 力 ノ著 シ ク微 弱

ナ ルハ 菌 毒素 ガ其 ノ儘移 行 セズ比 較 的無 毒 ナ

ル物 質 ニ變化 シテ存 在 ス ル ヲ 示 ス モ ノー シ

テ,若 シ菌毒 素 ガ其 ノ儘 ノ形 ニ於 テ移行 セバ

毒 力尚 ホ強 ク,且 經 過 日數 ヲ經 ルニ從 ヒ毒 力

増強 セザ ルベ カ ラズ,尚 ホ煮 沸 ヲナ スモ濾 液

ノ毒 力 ヲ減弱 セズ却 テ毒 力 ノ強 マル ヲ認 ム.

此 事 實 ヨ リ之 ヲ見 ル モ菌 毒素 自身メ 移行 僅少

ナル ヲ知 ルベ シ.

新 舊濾 液 ノ經過 ヲ觀 察 スル コ トニ ヨ リ,腸

管運 動 ニ作 用 スル有効 物 質 ノ効 力ハ長時 日同

一効 力 ヲ保ツ モ ノニ非 ズ シテ比較 的 短時 日 ニ

テ其 ノ効 力 ヲ減弱 スル モ ノ ノ如 ク,從 ツテ培

養 濾 液 ハ速 ニ(7日 前 後)完 成 セ ラ レ其 ノ後

ノ効 力ニ 大差 ヲ來 サザ ル モ ノナ リ.

菌發 育 阻 止物質 ノ産生 ハ1囘 培 養 ニテ ハ著

シカ ラズ,數囘 反覆培 養 ヲ行 フ必 要 ア リ,此

事 實 ハ又濾 液 中 ノ腸 管運 動 ヲ亢進 セ シムル物

質ト 菌發 育 阻止 物質 トハ相 異 ナ ル二 物質 ナル

カ,或 ハ同一物 質 ノ作 用 ナル モ,腸 管 ハ特 ニ

此 物質 ニ對 シ敏 感 ナ ル モ ノナ ル ガ如 シ.

PHノ 變化 ハ大體 ニ於 テ腸 管 ニ及 ボス作用 ト

平 行 シテ上 昇 ヲ來 スヲ以 テ,新 陳 代謝ト 關 係

ヲ有 スル モ ノナ ラ〓 モ,有効 成分 ト全 ク同一

關 係 ナ リ ト斷 ズ ル ヲ得ズ.煮 沸濾 液 ノPHハ 常

ニ生 濾液 ヨリモ0.1乃 至0.2高 度 ナル モ其 ノ

作 用 ニ ハ殆 ド差 異 ヲ認 メザ ルニ ヨ リテ モ明 カ

ナル 所 ナ リ.

新 舊「ブイヨ ン」培養 濾 液 ノ如 何 ナ ル時期 ガ

最 モ効果 アル ヤ ヲ見 ル ニ,腸 管運 動 ニ及 ボス

影響 ハ8日 頃 ヨリ30日 ニ至 ルマ デ殆 ド大差

ナ キ ヲ以 テ,毒 力試驗 ガ之 ガ解決 ノ重 要 ナル

條件 トナ ル所 ナ リ,然 レ ドモ毒 力モ亦 生 濾液

ニ於 テハ始 メ少 シク強 キ モ3日 目頃 ヨリ變 動

ナ ク,煮 沸 セル モ ノニ於 テ ハ8日 目頃 ヨ リヤ

ヤ生 濾 液 ニ比 シ毒 力強 キ モ,其 ノ變化 大 ナ ル

事 ナ キ ヲ以 テ,同 一効 力ナ リ トセバ 早期 ニ得

ル程 便利 ナル ヲ以 テ1囘 培 養 ニ於 テ ハ8日 前

後 ノ濾 液 ヲ以 テ最 モ効果 アル時 期 トスベ シ.

第5章 結 論

以上ノ如キ諸實驗 ヲ綜合シテ次 ノ如キ結論 ニ到 達 セ リ.
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1) 黄色 葡 萄状球 菌 培養 新 舊「ブイ ヨン」濾

液 ノ腸 管 運 動ニ 及 ボ ス影響 竝ニPHノ 變 化,

毒 力試 驗 等經 過 ヲ觀 察 スル事 ニ ヨ リ,余 等 ハ

Antivirusノ 作 用 ハ主 トシテ菌 自家融 解産 物

及 ビ菌 酵素 ニ ヨ リテ分 解 セ ラ レタ ル 「ブイ ヨ

ン」 蛋 白 ニ意義 ヲ有 スル モ ノナ リ トノ信 念 ヲ

シテ益 々強固 ナ ラシメタ リ.

2) 細菌發 育 阻 止作 用 ハ腸 管 ニ及 ボ ス影 響

ノ如 ク鋭 敏 ナ ラズ,第1囘 培 養 ノ ミニテ ハ其

ノ作 用著 明 ナ ラズ,夫 レヲ著明 ナ ラ シメン ト

セバ尚 ホ數囘 反覆 培養 ヲ要 スル モ ノナ リ.

3) 「ブイ ヨ ン」培 養 濾 液 ノ最 モ好 適時 ハ1

囘培 養 濾液 ニ於 テハ8日 前 後 ナ リ.

擱筆スルニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 ヲ陽

リ,且 御校閲 ノ勞ヲ辱 ウシタル恩師津田教授 ニ

深謝 ス.

(本論文 ノ要旨 ハ第43囘 岡山醫學會

總會席上ニ於テ發表 セ リ)
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